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アンケート専用フォームから、特集や各記
事への意見をお寄せください。あなたの意
見が広報もりおかを育てます。

今月号の
「もりけんに挑戦」は
お休みしました

木々の葉が鮮やかに色づき始めたと思ったら、すぐ冬がやっ
てきますね。盛岡産の食材を使った温かい料理で、冬の厳し
い寒さを乗り切りたいものです。（津川）

広報もりおかへのご意見をお待ちしています 編集後記
地球環境に配慮
したインキを使
用しています。

議員などで構成する市表彰選考委員会の答申を受けて決定し
ました。本年度の受賞を含め、これまでに327人と26団体を表
彰。表彰式は11月３日㈭、中央公民館（愛宕町）で開催します。
【問】総務課☎626-7513　【広報ＩＤ】1021192

本年度の市勢振興功労者に３人が選ばれました。市勢振興
功労者表彰は、公共の福祉の増進と市勢の進展に尽くした功
績が極めて顕著な人または団体を顕彰するもので、市の表彰
では最も栄誉ある表彰です。受賞者は、学識経験者や市議会
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市勢の発展に尽くした功績を表彰

地域に貢献できる仕事をしたいと地元金融機関に入社。
多くの人の考えや思いを聴き、さまざまなネットワーク
を持つことを大切にしてきました。
　盛岡法人会では、税の知識を小さい頃から正しく知っ
てほしいという気持ちで、絵はがきコンクールなどを開
催しました。また、地域の企業や経営者を育てるため、
私自身もお互いに切
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しながら、経営者が成長して
いく後押しもさせていただきました。昨年開催された全
国大会（岩手大会）では、一つの目標に向かいみんなで
気持ちを合わせて進めば大きな成果が出せることを体感
しました。
　これからも若い人たちの成長を見守り、背中を押すよ
うな存在として少しでもお役に立てればうれしいです。

地域企業と地域社会の健全な発展髙橋　真
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（公社）盛岡法人会会長や（一社）
岩手県法人会連合会会長などを歴任。
県内税制改正要望のとりまとめや
「絵はがきコンクール」など児童生
徒に対する税知識の普及活動を行い、
地域企業と地域社会の健全な発展に
寄与。また、あすを築く盛岡市民運
動実践協議会会長として市民総参加
による希望郷いわて国体・いわて大
会の成功に大きく貢献した。
（昭和25年生まれ・上堂一丁目在住）

Masahiro Takahashi

　審議会は、施策方針などが形になる前の、最後のとり
でとなる存在です。既存住宅をより住みやすく、長く使
えるようにするため、気候や風土など、盛岡における住
宅の在り方を念頭に置きながら審議を尽くしました。市
営住宅関連の計画では、ただ建て直せばいいというもの
ではなく、既存建物と新しい建築技術とのバランスを十
分に加味しながら、よく考え、必要とする誰もが等しく
使えるよう努めました。
　各法令の幅広い解釈ができる中で、子育て世帯や高齢
者などさまざまな人の立場に立ち、運用でそれぞれの考
えをすくいとることが大切です。誰にとっても住みやす
く、という思いや、今まで培ってきた建築物に対する考
え方などを、若い世代に伝えていきたいですね。

居住水準の向上と住環境の改善勝部　民
た み
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盛岡市住宅対策審議会の委員及び会
長として、盛岡市住宅マスタープラ
ンの改定や、盛岡市市営住宅長寿命
化計画の策定など、本市の居住水準
の向上と住環境の改善に貢献。また、
盛岡市建築審査会会長や、盛岡市景
観審議会の副会長などを務め、市内
の数々の建築物の建築などに大きく
寄与した。
（昭和21年生まれ・本宮二丁目在住）

Tamio Katsube

　農業を取り巻くさまざまな環境の中で、農地をみんなで
生かしていかなければならないと強く感じ、平成12年に
生産振興組合を立ち上げました。地域の皆さんの話を聞く
中で、特に減反政策に沿った農地の利活用をしなければな
らないと考えたことが農業委員を務めるきっかけでしたね。
農地の利活用は相手のあること。とことん話を聞き、関係
機関にも相談しながら耕作放棄地にならないように努め
てきました。また、子どもたちに農業のことを身近に感じ
てもらうための農業体験も、力を入れてきたところです。
農業は生命産業であり衰退させてはいけないという使

命感で取り組んできました。これから新たに農業に携わる
人がどんどん増えてくれればいいですね。自分も皆さん
と協力しながら、一緒に農業を元気にしていきたいです。

農業の振興と地域の活性化藤原　一
か ず
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盛岡市農業委員会や岩手県都市農業
委員会会長会の会長として、農地の
適正な利用促進や遊休農地の発生防
止・解消のための農地パトロールな
どに尽力。また、農家訪問による家
族経営協定の普及活動や担い手の育
成など、自ら先頭に立ち地域の実情
に即した委員会活動を推進し、農業
振興に大いに貢献した。
（昭和18年生まれ・下太田林崎在住）

Kazuo Fujiwara




